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下記の通り､注意事項変更届けを提出しましたので、ご連絡します。 

提出日：２０２５年１月２３日 

（注意事項は届けを提出した段階で､登録変更となります） 

 

 

記 

 

１．農薬の登録番号及び名称 

 登録番号：第１５８９０号 

名 称：ポリベリン水和剤 

 

 

２．変更を生じた年月日 

   令和７年１月２３日 

 

 

３．変更を生じた事項及び変更の内容 

 

 農薬登録申請書第８項「使用上の注意事項」の７）として水系作物に

関する注意事項を追加し、以降を繰り下げ、別紙【変更後】のとおりと

する。 

 

【追加】 

７）カラー及び花はすに使用する場合は、湛水状態で使用しないこと。

また、使用後１４日間は入水しないこと。 

 



４．変更の理由 

水系作物を含む作物群の登録整備のため。 

 

 

別紙 

 

【変更後】 

８．使用上の注意事項 

１）本剤はイミノクタジンを含む農薬であるので、他のイミノクタジンを

含む農薬の使用回数と合わせ、作物ごとの総使用回数の範囲内で使用

すること。 

２）本剤をきゅうりに使用する場合、高温時に誤って高濃度で散布すると

薬害を生じるおそれがあるので、所定濃度を厳守すること。 

３）なしに使用する場合、次の事項に注意すること。 

①５月中の散布は新展開葉に波打ち、あるいは軽い薬斑を生じること

があるので、所定範囲の低濃度で散布すること。 

②「多摩」に対しては薬害を生じるおそれがあるので、散布をさける

こと。  

４）本剤をうめに使用する場合、誤って高濃度で散布すると薬害を生じる

おそれがあるので、所定濃度を厳守すること。 

５）かきに使用する場合、西村早生では葉に薬斑を生じるので使用しない

こと。 

６）花き類に使用する場合、品種、栽培条件、散布濃度によって、花弁に

退色、褐変等の薬害を生じる場合があるので、予め安全を確認の上使

用すること。 

７）カラー及び花はすに使用する場合は、湛水状態で使用しないこと。ま

た、使用後１４日間は入水しないこと。 

８）蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにするこ

と。 

９）適用作物群に属する作物又はその新品種に本剤を初めて使用する場合

は、使用者の責任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用

すること。なお、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ま

しい。 

 

 

以 上 


